外国語教育メディア学会関西支部中学高校授業研究部会　
英語の教え方研究会

より良い英語教育を考える会

共催
「第２０回中学高校教員のための英語教育セミナ－」
日　時：　３月２１日（金）　９：５０～１７：３０
３月２２日（土）１０：００～１７：３０
場　所：　キャンパスプラザ京都　第１講義室（JR京都駅・ビックカメラ前）
内　容：　テーマ「中学生と高校生の英語力を伸ばすために、今、何をすべきか？」
２１日（金）
9:30　受付

9:50　開会

10:00～11:30　シンポジウム：学習者の英語力が伸びない原因と現場でできる対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　久保野雅史（神奈川大学）・杉本義美（京都外国語大学）
鈴木寿一（京都外国語大学）・西本有逸（京都教育大学）
   英語教育の改善の必要性は過去数十年間叫ばれ続けていて、文部科学省は「学習指導要領」を改定して英語教育の改善を図っています。しかし、日本人英語学習者の英語力は向上していないと言われ、また、「学習指導要領」改訂のたびに、向上していないどころか、低下していることを示す研究もあります。本シンポジウムでは、中学高校での指導経験を持ち、現在も中学高校の教育現場に出入りして現場の実情を知る４名の講師が、社会、「学習指導要領」、中学高校で用いられている教材や行われている指導など、生徒の英語力が伸びない原因を指摘し、英語教育実践と研究から明らかになっていることに基づいて、教育現場で実施可能な対策を提案します。
11:30～12:50　昼食・展示

12:50～14:10　講演＆ワークショップ１：文法力・語彙力の育成①学習者の誤りが語ること
　　　　　　　　　　　　　　　　久保野雅史（神奈川大学）
大学生の読解力低下が指摘されています。高校時代に、単語集や文法問題集の演習を繰り返して来たにもかかわらず、どのような誤読がどのような原因で生じるのでしょうか？具体例を挙げながら、指導方法の改善を考えます。
14:30～15:50　講演＆ワークショップ２：文法力・語彙力の育成②説明・練習方法の改善を！
　　　　　　　　　　　　　　　　久保野雅史（神奈川大学）
日本人英語学習者の英語力が陳腐化していく危険性を感じています。語彙力不足だから単語集を与えて毎時間テストする。この方法で、語彙力は付いていくのでしょうか？また、文法が弱いから問題集で演習するだけで良いのでしょうか？

16:10～17:30  講演＆ワークショップ３：英語で授業Dos & Don'ts
　久保野雅史（神奈川大学）　　　　

高校では昨年から、中学も次の学習指導要領から「授業は英語で」が求められます。そのねらいは発信力、特にスピーキング力の育成だと考えられます。説明を効率化・最小化して練習・運用時間を最大化する必要があります。効果的な日本語使用についても考えます。
２２日（土）

  9:40  受付           

10:00～11:20　講演＆ワークショップ４：教師に求められる音声表現力

久保野雅史（神奈川大学）
「授業は英語で」と言われてから音読ブームが再燃しているようです。しかし、「質より量」の指導とならないよう注意する必要があります。意味と構造が明確に伝わるように、英語で語り聞かせるには何が必要でしょうか？教師のモデルリーディングの重要性・有効性について考えます。
11:20～12:40　昼食・展示

12:40～14:00　講演＆ワークショップ５：テスト・授業の改善①大学が求める英語力

久保野雅史（神奈川大学）

　    高校入試や大学入試での成否を分けるのはリーディング、リスニング問題です。文法問題ではありません。英語を素早く正確に理解する力がつけば、入試に突破できるだけでなく、入学後の学習でつまずくことはありません。リーディング力を伸ばす授業とテストの工夫について考えます。
14:20～15:40　講演＆ワークショップ６：テスト・授業の改善②学習方法への波及効果
久保野雅史（神奈川大学）

定期テストは、学習方法を身につけさせるための最強の仕掛けです。中学高校で行われている従来型のテストの問題点を洗い出し、技能の正確な測定だけでなく、力を伸ばすためのメッセージとして、テスト問題の改善を考えます。 
16:00～17:30　学習者の英語力を伸ばすための英語指導Q＆A
　　　　　　　　　　　　　　　　久保野雅史（神奈川大学）・杉本義美（京都外国語大学）

鈴木寿一（京都外国語大学）・西本有逸（京都教育大学）
　　 学習者の英語力を伸ばすために行っているはずの指導が効果をあげていないなど、指導に関わるいろいろな疑問や悩みをお出しください。みんなでアイデアを出し合いましょう。
17:30　閉会
	［ 参加費 ］
	事前申込の場合
	当日参加の場合

	
	１日のみ
	２日間
	１日のみ
	２日間

	1 
	LET会員　　　　　　　　　
注：年会費6000円を支払って、LETから　　　　学会誌等を受け取っておられる方）
	1,000円
	1,500円
	1,500円
	2,500円

	2 
	英語の教え方研究会　　　　　　より良い英語教育を考える会会員
	1,500円
	2,500円
	2,000円
	3,500円

	3 
	1 以外の大学院生・学部生
	1,500円
	2,500円
	2,000円
	3,500円

	4 
	1 ② ③以外の方
	3,000円
	5,000円
	3,500円
	6,000円


［ 参加申込方法 ］
1. 事前申し込み： ３月１１日（火）締切（郵便局当日受付印有効）
郵便局備え付けの振替用紙に必要事項をご記入の上、ご送金下さい。
なお、お送りいただきました参加費は理由の如何に関わらず返金いたしかねますので、ご了承下さい。 
	 口座番号：　00920－7－153267        加入者名：  鈴木寿一
 必要事項：  振替用紙の通信欄に次の事項 1, 2, 3, 4を必ずお書き下さい。
 1.　参加日：例 1:  3 / 21, 22（2日間ご参加の場合）　例 2:  3 / 21（1日のみご参加の場合）    　 
 2.　送金内訳：例 : 参加費 1,500円、書籍代金 5,700円（書籍番号1,  2,  3）のように明記して下さい。
 3.　電子メ－ルアドレス（お持ちでない方は電話番号またはFAX番号)
4.　勤務校名または在籍校名：　教員の場合　○○市立△△中学校、○○県立△△高等学校、○○大学
　　　　　　　　　　　　　　　 学生の場合　○○大学大学院△△研究科院生、○○大学△△学部


2. 当日ご参加の場合：セミナ－当日、受付にて当日参加費をお支払い下さい。
［ 会場までの交通機関 ］
京阪電車利用の場合：　丹波橋で下車、近鉄電車に乗り換え、近鉄京都駅下車（所要時間約10分)、
会場（講義室）まで徒歩約7分。
近鉄電車利用の場合：　西大寺から急行で近鉄京都駅下車（所要時間約45分）、
会場（講義室）まで徒歩約7分。
JR利用の場合：　　　 京都駅下車、会場（講義室）まで徒歩約6分。
阪急電車利用の場合：　梅田から特急で烏丸で下車（所要時間約40分）、京都市営地下鉄に乗り換え、
京都駅下車（所要時間約5分）、 会場（講義室）まで徒歩約7分。
［講師紹介］

久保野雅史（くぼの　まさし）　神奈川大学外国語学部英語英文学科准教授
1960年、横浜市生まれ。筑波大学第一学群人文学類（英語学主専攻）卒業。神奈川県立外語短期大学付属高等学校に4年、筑波大学附属駒場中・高等学校に21年勤務し、音声を重視した授業でコミュニケーション能力育成と入学試験突破の両立を実践。2008年より現職。2012年度まで約10年間NHKラジオ『基礎英語』Q&Aコーナーの回答者。専門は英語教育学、学習文法、テスティング。勤務校では、英語科教育法Ⅲ・Ⅳ、英語学講読演習、教職実践演習等を担当。筑波大学（非常勤）では、英語科教育概説Ⅱ、英語科教育法を担当。英語授業研究学会理事（関東支部運営委員長）、英語教育協議会（ELEC）評議員。文部科学省・高等学校学習指導要領（外国語）の作成協力者、国立教育政策研究所・教育課程実施状況調査の作成・分析協力者。共編著：『英語授業ハンドブック（高校編）』（大修館書店）。共著：中学校検定教科書Sunshine English Course、『決定版！授業で使える英語の歌20（正・続）』（以上、開隆堂）、『英会話・ぜったい音読（入門編）』（講談社インターナショナル）。分担執筆：『教科書だけで大学入試は突破できる』、『すぐれた英語授業実践』（以上、大修館書店）、『学習英文法を見直したい』（研究社）、『児童英語キーワードハンドブック』（ピアソン・エデュケーション）他。DVD：Six-way Street（バンブルビー）、ビデオ：『高校入試ビデオ英単語（基礎編・難関校編）』（NHKエデュケーショナル）。

杉本義美（すぎもと　よしみ）　京都外国語大学英米語学科教授
京都教育大学英文学科卒業後、18年間京都市立朱雀中学校英語科教員として勤務の後、5年間の京都市教育委員会学校指導課指導主事、京都市総合教育センター指導室指導主事を経て、2005年より京都外国語大学准教授、2011年より教授。専門は英語教育学、教育評価、小学校英語と中学校英語の連携。勤務校では、学部のTEFLコース専門科目Professional Development in TEFL、英語教育法、英語教育学ゼミなど、大学院博士前期課程で、授業観察分析、評価、修論ゼミなどを担当。中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会外国語専門部会委員(第3, 4期)及び文部科学省教科用図書検定調査審議会専門委員(平成18,19年度)、教育委員会研究指定校のアドバイザー等を務める。著書：『指導と評価の一体化を目指す英語授業の創造―「目標に準拠した評価」実践ハンドブック』」（東京書籍）、『中学校英語指導と評価の実際』、『私の英語授業』（以上、大修館書店）、中学校用検定教科書New Horizon English Course、『京都発！英語で道案内』（東京書籍）、監修書『中学校・読む力を伸ばす英文教材集』（京都府総合教育センター）ほか、英語教育に関する論文多数。

鈴木寿一（すずき　じゅいち）　京都外国語大学英米語学科教授

神戸市外国語大学英米学科卒業。公私立の中学・高校4校で26年間、本当に生徒のためになる英語授業を実証的に追及。1998年京都教育大学助教授、2001年同教授、2005年より現職。勤務校では、学部と大学院博士前期・後期課程で英語、英語教育関係科目、研究指導を担当。学外では、文部科学省及び教育委員会研究指定校などのアドバイザーを務める。4技能の指導法・4技能に結びつけた文法及び語彙指導法・小中接続のための効果的な指導法の研究と教材開発、英語教師が自分で自分の授業を改善することを可能にする「英語授業自己診断テスト」の開発、現場からの要請による訪問授業改善指導などに取り組んでいる。主な著作：『英語音読指導ハンドブック』、『より良い英語授業を目指して』、『英語教育の基礎知識』、『英語科教育法ハンドブック』(以上、大修館書店)、『ことばの心理と学習』、『現代の言語研究』（以上、金星堂）、『新しい読みの指導』（三省堂）、高等学校検定教科書MAINSTREAM, NEW STREAM シリーズ、学習参考書『クリスタル総合英語』（以上、増進堂）、English Ice Break シリーズ（監修）（スカイ出版）ほか。

西本有逸（にしもと　ゆういち）　京都教育大学英文学科教授

兵庫教育大学大学院学校教育学研究科修士課程修了。大阪府内の3つの国公立高等学校に計14年間勤務。2001年京都教育大学助教授。2008年より現職。専門は英語教育学、ヴィゴツキー・バフチン理論。英語科教育を認識論と存在論から照射する。リーディング論を中心とする認識論だけでなく、人間の存在に外国語教育がどのような役割を果たすのかを身体・言語・情動・人格を基軸に考究している。主な著作：『これからの英語学力評価のあり方』、『伝達意欲を高めるテストと評価』（以上、教育出版）、分担執筆：『英語リーディングの認知メカニズム』（くろしお出版）、『英語音読指導ハンドブック』『より良い英語授業を目指して―教師の疑問と悩みにこたえる』、（以上、大修館書店）、A Pedagogically Motivated Framework of Ontology in the Cultural-historical Theory: Emoting, Languaging, and Authoring the World. A Keynote Address at the 10th International Vygotsky Conference in Moscow, 2009.ほか。趣味は登山。最近は温泉巡りに取って代わりつつあることに複雑な気持ちになっている。
［ 事前申込割引書籍リスト ］

・書籍代金は参加費とともに振込用紙でご送金下さい。
・以下の書籍を特別価格でご購入いただけますのは今回のセミナ－にご参加の方のみです。
書籍のみの注文はお引き受けできません。表示価格は消費税込の価格です。
・以下の書籍以外でも、大修館書店発行の書籍はセミナ－特別価格で入手できます。下記問い合わせ先
へ、購入ご希望の書名と著者名を２月２８日（金）までにお知らせください。２，３日後にセミナ－特別価格をお知らせいたしますので、書籍代金を参加費とともにお送り下さい。
問い合わせ先：　鈴木寿一　j_suzuki@kufs.ac.jp
以下、2000年以降に出版されたものを中心に、出版年の古いものから新しいものへと順に並んでいます。一部欠番になっておりますが、絶版または改訂版が出版されたためです。
1.  斎藤栄二（著）『英語授業レベルアップの基礎』２１００円→ １７００円
  2.  斎藤栄二（著）『英語授業成功への実践』２１００円→ １７００円
  3.  斎藤栄二・鈴木寿一(編著)『より良い英語授業を目指して』２８３５円 → ２３００円
4　Ｆ・ジョンソン（著）『コミュニカティブな英語授業のデザイン』１８９０円→１５５０円
  5.  高島英幸（編著）『英語のタスク活動と文法指導』２６２５円 → ２１００円
  6.  高橋正夫(著)『実践的コミュニケーションの指導』２１００円 → １７００円
  7.  萩野俊哉（著）『コミュニケーションのための英文法』１８９０円 → １５５０円
  8.  金谷憲（著）『英語授業改善のための処方箋』１８９０円 → １５５０円
9.  松沢伸二（著）『英語教師のための新しい評価法』２５２０円 → ２０５０円
10. 杉本　卓・朝尾幸次郎（著）『インターネットを活かした英語教育』１８９０円→１５５０円
11.  靜　哲人（著）『英語テスト作成の達人マニュアル』２５２０円 → ２０５０円
12.  津田塾大学読解研究グループ（編）『英文読解のプロセスと指導』２７３０円 →２２００円
13.  石田秀雄（著）『英語冠詞講義』１６８０円 → １３５０円
14  佐野正之（著）『アクション・リサーチのすすめ』１８９０円 → １５５０円
15.　岡　秀夫（監修）『オ－ラル・コミュニケーション・ハンドブック』１８９０円→１５５０円
17.  望月正道ほか（著）『英語語彙の指導マニュアル』２１００円→１７００円
18.  金谷　憲ほか（著）『英語力はどのように伸びてゆくか』１９９５円→１６００円
19.　瀧口　優（著）『苦手を好きに変える英語授業』１７８５円→１４５０円
20.　清川英男ほか(著)『英語教師のためのＥＸＣＥＬ活用法』１８９０円→１５５０円
21.　吉田研作ほか(著)『日本語を活かした英語授業のすすめ』１７８５円→１４５０円
22.　田中武夫ほか（著）『自己表現活動を取り入れた英語授業』２３１０→１８５０円
24.  三浦省五(監修)『英語教師のための教育データ分析入門』１６８０円→１３５０円
25.  小池生夫（編集主幹）寺内正典他（編著）『第二言語習得研究の現在』２９４０円 →２４００円
26.  白畑知彦（編著）『英語習得の「常識」「非常識」』１７８５円→１４５０円
27.　岡秀夫・赤池秀代・酒井志延（著）『英語授業力強化マニュアル』２３１０円→１８５０円
28.  佐野正之（著）『はじめてのアクション・リサーチ』１６８０円→１３５０円
29.  高島英幸(著)『文法項目別・英語のタスク活動とタスク』２５２０円→２０５０円
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